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週間、選 3-4器、 1E 1待問、 70先V02出獄の負荷で
行った。また、 トレーニング効泉の指機として、ト
レーニング前後で VQzmaxを澱定した。
(結果)8遊間の持久的トレーニングによ号、
VOzmaxは平均 16%の脊J設な矯加を禾した。この
VOzmaxの増加本は、最も抵い人で 3.7%、最も務い
人で 54.7%であり、かなりの鑓人撃がみられた命
VOzrnaxの土器加棋が、平均の lSD以下であった畿検
者を Lowj許t，lSD以上であった被検者を日igh群とし
たg この 2群部のサイプリッド駿紫務費滋およびcox
活性を話題定したところ、 2群{穏に有窓な盤は認められ
なかった。
(まとめ}今関の結楽は、トレーニング効薬の大
小により、 mtDNAの多喜まそ反事長するサイブリッ!との
ミトコンドリア酸化能力に援がないという結楽であ
ったe 今後は、この rntDNAの多選とトレーニング効
果の大小の輿孫をより境らかにするために、音色の襲撃
議活性的溺定、および、 mtDNAのコントロール綴域
における多裂との務速も披露せする必擦がある@
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